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 なつやすみじいじときめつのえいが行く  城山小二年  成瀬 柊飛 

  「選者のことば」 なつやすみの計画の一つに、大好きなおじいさんと映画「きめつのやい

ば」を見に行く予定のあるなるせくん！待ちどうしい夏やすみですね。わくわく感が伝わってき

ます。 

 

 ゆうやけをほっかいどうでみてみたい  城山小二年  設樂 慧 

  「選者のことば」 ぜひ見に行けるといいですね。わたしも「しれとこみさき」でおおきな

夕やけを見てかんどうもんでした。ゆうだいなけしきに心までゆったりとなり、ちっぽけななや

みもふっとびますね。すてきな「はいく」になりました。 

 

 かき氷食べると感じる青い風       白鳳小六年 三宅 結菜 

 「選者のことば」 暑い日のかき氷は最高ですね。一口食べるたびに口に広がるさわやかな

味。俳句は感動を伝える世界一短い「詩」ともいわれます。「青い風」というロマンあふれる表現

がすてきですね。 


